
　今回のあぐろグラムでは玉野市の渋川海岸を紹介
します。
　白砂青松の海岸線は約１キロメートルの長さを誇り、
「日本の渚百選」、「快水浴場百選」にも選ばれている
海岸です。対岸に瀬戸大橋を臨み、瀬戸内らしく波も
穏やか。多くの方はここで海の学習を経験したことが
あるのではないでしょうか。
　近年では、海水浴だけでなく、ビーチスポーツも盛
んで、バレーやヨガ、パラグライダーなどが年間を通
して楽しまれています。
　夏休みに入ったお子さんやお孫さんと一緒にお出か
けしてみるのはいかがでしょうか。

　　　　　　　　　　　　　編集担当　

※「あぐろグラム」とは
「アグリ（農業）」と「ログ（記録）」、写真専用投稿ソーシャ
ルネットワーキングサービス「インスタグラム」をかけた
造語です。
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レシピ提供／永井智一（ながいともかず）
茨城県笠間市にある「キッチン晴人（ハレジン）」
オーナーシェフ
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広
が
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JA岡山  広報誌

「ありがとう 伝えて広がる 協同の和」

Recipe
旬のレシピ紹介

【作り方】
ゴーヤーは半分に割り種とワタを
取り、薄切りにして塩でもみ、熱
湯（材料外）でさっとゆで、氷水
（材料外）に落とす。
器に食べやすい大きさに切った焼
きナスを並べ、水気を切ったゴー
ヤー、拍子切りにしたクリームチ
ーズ、みじん切りにしたトマトを
のせ、合わせたドレッシングを回
し掛け、かつお節をのせてでき上
がり。

1.

2.

ゴーヤーと
焼きナスのサラダ

ゴーヤー　　　　　　　　　１/２本
ナス（焼いて皮をむいておく）　  2本
クリームチーズ　　　　　　　30ｇ
トマト中　　　　　　　　　 １/２個
塩　　　　　　　　　　　　 適宜
かつお節                             適宜

ドレッシング
ポン酢　　　　　　　　　 大さじ2
大根おろし　　　　　　　 小さじ2
オリーブ油　　　　　　　 小さじ2

【材料：2人分】

特集

「第19回通常総代会」



FEATURE
This month's

　

当
Ｊ
Ａ
は
６
月
28
日
、
岡
山
市

北
区
駅
元
町
の
岡
山
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
第
19
回
通
常
総

代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。総
代
数

４
９
６
人
の
う
ち
、
４
４
６
人（
本

人
出
席
２
６
０
人
、
代
理
人
出
席

０
人
、
書
面
出
席
１
８
６
人
）の
出

席
が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
代
会
で
は
「
平
成
30
年
度
事

業
報
告
及
び
剰
余
金
処
分
案
の
承

認
」、「
令
和
元
年
度
事
業
計
画
の

設
定
」、「
中
期
計
画
の
設
定
」、

「
定
款
の
一
部
変
更
」、「
監
事
監

査
規
程
の
一
部
変
更
」、「
信
用
事

業
規
程
の
一
部
変
更
」、「
役
員
の

選
任
」、「
会
計
監
査
人
の
選
任
」、

「
経
営
管
理
委
員
、
理
事
、
監
事
の

報
酬
の
決
定
」、「
退
任
役
員
に
対

す
る
退
職
慰
労
金
の
支
給
」
の
全

10
議
案
が
審
議
さ
れ
、
全
て
原
案

通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。次
ペ
ー

ジ
か
ら
は
平
成
30
年
度
事
業
報
告

の
要
約
、
主
な
事
業
の
活
動
内
容

と
取
組
結
果
に
つ
い
て
ご
報
告
し

ま
す
。

平
成
30
年
度
事
業
報
告
／
要
約
版

主
な
事
業
の
活
動
内
容
と
取
組
結
果
に
つい
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第1９回通常総代会
全議案を可決承認

今月の特集

　

平
成
３０
年
度
は
自
己
改
革
の
基
本

目
標
で
あ
る
「
農
業
者
の
所
得
増

大
」、「
農
業
生
産
の
拡
大
」、「
地
域
の

活
性
化
」の
実
現
に
む
け
て
、
ご
承
認

い
た
だ
い
た
事
業
計
画
に
基
づ
き
各

事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
日
銀
の
マ
イ
ナ
ス
金

利
政
策
や
天
候
不
順
に
よ
る
販
売
高

減
少
の
た
め
、
収
益
低
下
が
懸
念
さ

れ
た
も
の
の
、
総
じ
て
計
画
通
り
の

事
業
展
開
と
な
り
、
事
業
利
益
・
経

常
利
益
と
も
に
計
画
に
対
し
て
上
回

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
業
基
盤
の
強
化
を
図
る

た
め
、
農
業
後
継
者
を
は
じ
め
と
す

る
正
組
合
員
の
一
戸
複
数
組
合
員
化

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
次
世
代
に

対
す
る
地
域
住
民
の
准
組
合
員
加
入

を
推
進
し
ま
し
た
。

各議案を審議する総代

あいさつをする宮武博経営管理委員会会長 議長団の三宅正義総代（左、灘崎地区）と大森勇二総代（西大寺地区）

損 益 計 算 書
平成30年4月1日から平成31年3月31日まで

科　目 科　目金　額 金　額
単位:千円

事業総利益
信用事業総利益  
共済事業総利益  
購買事業総利益  
販売事業総利益  
保管事業総利益  
利用事業総利益  
宅地等供給事業総利益
旅行事業総利益  
福祉事業総損失  
農用地利用調整事業総利益
指導事業収支差額

事業外収益
事業外費用

 547,674 
 216,316 

 262,070 
 1,550,086 

 143,204 

 257,146 
 1,296,719 
 24,913 
 99,358 

特別利益
特別損失

法人税等合計

当期首繰越剰余金
リスク管理対応積立金目的取崩額
営農振興対策積立金目的取崩額
土地再評価差額金取崩額

 4,787,096 
 2,528,352 
 479,184 
 478,811 
 75,716 
 532,715 
 79,004 
 20,146 
  814 
 3,986 

 △57,281 

 5,123,222 
 920,247 
 285,081 
 1,492,401 
 76,884 

人件費
業務費
諸税負担金
施設費
その他事業管理費

経常利益 1,360,438

72,422

△70,781

1,607,355

税引前当期利益

当期剰余金

当期未処分剰余金事業管理費

事業利益

8,926,916

7,897,835

1,029,081

科　目 金　額
単位:千円

1.当期未処分剰余金 1,607,355
1,141,329

466,025

2.剰余金処分額

3.次期繰越剰余金

（1）利益準備金
（2）任意積立金
（うちリスク管理対応積立金）
（うち施設整備強化積立金）
（うち指導事業強化積立金）
（うち営農振興対策積立金）
（うち電算情報システム開発積立金）

669,223
30,000
10,000
24,913
10,000

（3）出資配当金

200,000
744,136

197,193

剰 余 金 処 分

（注） 
1.　出資配当は年2.0％の割合です。
　　ただし、出資配当の対象は当組合定款
　　第76条第4項の規定によります。
 
２.　次期繰越剰余金には、営農指導、生活・
　　文化改善事業の費用（いわゆる教育情
　　報繰越金）に充てるための繰越額
　　23,000千円が含まれています。



総代会資料

指
導
事
業

【
営
農
活
動
】

　

営
農
指
導
機
能
の
強
化
・
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
農
畜
産
物
の
生
産
振

興
、
意
欲
あ
る
担
い
手
経
営
体
の
育

成
・
支
援
に
よ
る
産
地
の
維
持
・
発

展
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

①
営
農
指
導

　

担
い
手
対
応
の
機
能
を
加
え
た
Ｔ
Ａ

Ｃ
指
導
員
体
制
を
構
築
し
、
指
導
体

制
の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
麦
ほ
場

の
土
壌
診
断
に
よ
る
適
正
な
土
づ
く
り

指
導
・
水
田
フ
ル
活
用
の
推
進
・
栽
培

講
習
会
開
催
・
農
業
経
営
管
理
の
支

援
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

②
農
畜
産
物
の
生
産
振
興

　

業
務
用
や
加
工
用
に
需
要
の
あ
る

「
ア
ケ
ボ
ノ
」
の
安
定
多
収
生
産
技
術

の
確
立
に
む
け
た
実
証
試
験
・
備
南

育
苗
施
設
の
利
用
促
進
に
よ
る
野
菜

の
作
付
推
進
や
作
付
拡
大
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

③
育
成
・
支
援
・
産
地
拡
充

　
「
就
農
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業
」

や
「
新
規
就
農
応
援
事
業
」へ
の
取
り

組
み
と
し
て
も
も
農
業
塾
、
ぶ
ど
う
農

業
塾
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
栽
培
講

習
会
に
よ
る
農
業
生
産
基
盤
の
底
辺

拡
大
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

【
生
活
活
動
】

　
「
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会

の
実
現
」
を
目
指
し
て
、
女
性
部
組
織

等
と
連
携
し
な
が
ら
、
健
診
等
の
生

活
文
化
活
動
や
食
農
教
育
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

【
相
談
活
動
】

　

税
理
士
に
よ
る
税
務
相
談
会
や
所

得
税
お
よ
び
消
費
税
の
確
定
申
告
支

援
を
実
施
す
る
な
ど
、Ｊ
Ａ
岡
山
青
色

申
告
会
を
基
軸
と
し
た
税
務
相
談
活

動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

【
広
報
活
動
】

　

広
報
誌
「
ぱ
れ
っ
と
」、「
あ
ぐ
ろ
ぐ

Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
」、「
笑
味
ち
ゃ
ん
天

気
予
報
」、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
へ
の
情

報
掲
載
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で

Ｊ
Ａ
事
業
や
農
業
・
生
活
文
化
活
動
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
情
報
発
信
に
努

め
ま
し
た
。

信
用
事
業

　

地
域
の
皆
さ
ま
と
の
結
び
つ
き
を
強

め
て
将
来
に
わ
た
り
お
取
引
を
い
た

だ
く
た
め
、
組
合
員
・
利
用
者
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
提

供
を
き
め
細
か
く
行
い
、
お
客
様
満

足
度
を
高
め
る
事
業
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

【
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
】

　

組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
の
視

点
に
立
っ
た
相
談
機
能
の
充
実
に
努

め
、
年
金
相
談
会
、
ロ
ー
ン
相
談
会
、

遺
言
信
託
個
別
相
談
会
な
ど
を
開
催

し
ま
し
た
。

【
個
人
貯
金
の
増
強
】

　

訪
問
活
動
に
加
え
、
年
金
友
の
会

等
に
よ
り
年
金
振
込
指
定
の
地
域
シ
ェ

ア
向
上
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

【
農
業
資
金
へ
の
対
応
】

　

支
所
と
営
農
セ
ン
タ
ー
が
連
携

し
、
農
業
資
金
需
要
に
対
し
て
各
種

制
度
資
金
・
担
い
手
対
象
資
金
に
よ

り
的
確
な
資
金
対
応
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

共
済
事
業

　

組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
の
「
安

心
」、「
満
足
」
を
高
め
る
た
め
、
保
障

点
検
を
基
軸
と
し
た
活
動
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

【
相
談
・
普
及
活
動
】

　
「
３
Ｑ
訪
問
活
動
」、「
あ
ん
し
ん

チ
ェ
ッ
ク
」
に
よ
る
加
入
内
容
説
明
・

保
障
点
検
を
実
施
し
、
ニ
ー
ズ
に
沿
っ

た
保
障
提
案
に
努
め
ま
し
た
。

【
審
査
・
査
定
・
保
全
業
務
】

　

新
契
約
引
受
、
共
済
金
の
支
払
処

理
の
迅
速
化
・
適
正
化
に
努
め
、
契

約
管
理
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

【
広
報
活
動
】

　
「
交
通
安
全
教
室
」、「
書
道
・
交
通

安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」、「
ア
ン

パ
ン
マ
ン
交
通
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
等
、

皆
さ
ま
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
、Ｊ

Ａ
共
済
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
ま

し
た
。

購
買
事
業

　

Ｊ
Ａ
岡
山
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド

肥
料
お
よ
び
大
型
規
格
農
薬
の
普
及
拡

大
を
図
る
と
と
も
に
、
魅
力
あ
る
価
格

設
定
に
努
め
、
予
約
購
買
を
基
軸
と
し

た
安
定
供
給
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
・
シ
ロ
ア

リ
防
除
・
電
化
製
品
・
寝
具
な
ど
、

皆
さ
ま
の
生
活
が
よ
り
豊
か
に
な
る
提

案
を
行
い
ま
し
た
。

販
売
事
業

　

生
産
か
ら
販
売
ま
で
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
安
全
・
安
心
な
農
産
物
の
安
定
供

給
体
制
確
立
を
基
本
と
し
、
農
産
物

の
販
路
拡
大
・
販
売
手
法
の
多
様
化
・

品
種
の
集
約
等
に
努
め
る
と
と
も
に
、

新
た
な
加
工
品
の
開
発
・
販
売
や
各

種
Ｐ
Ｒ
活
動
、
農
業
者
の
所
得
増
大
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

保
管
事
業

　

準
低
温
・
低
温
倉
庫
に
集
約
保
管

を
行
い
、
倉
庫
の
効
率
的
な
運
用
と
適

正
な
保
管
管
理
に
努
め
ま
し
た
。

利
用
事
業

【
大
型
共
同
乾
燥
調
製
施
設
】

　

施
設
の
効
率
的
な
運
営
を
目
指
し
、

サ
テ
ラ
イ
ト
化
を
拡
大
し
ま
し
た
。

【
共
同
利
用
施
設
】

　

育
苗
施
設
の
有
効
活
用
と
し
て
、

水
稲
・
露
地
野
菜
苗
の
生
産
供
給
を

行
い
ま
し
た
。

【
農
産
物
加
工
施
設
】

　

大
豆
テ
ン
ペ
・
味
噌
・
米
粉
パ
ン
・

惣
菜
等
、
地
元
の
農
産
物
を
生
か
し

た
農
産
加
工
を
行
う
と
と
も
に
、
食

品
衛
生
管
理
に
関
す
る
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

宅
地
等
供
給
事
業

　

農
地
等
売
買
の
仲
介
や
組
合
員
の
資

産
活
用
と
し
て
の
賃
貸
住
宅
・
店
舗
の

建
設
等
の
斡
旋
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

旅
行
事
業

　

岡
山
空
港
発
の
定
期
便
を
使
っ
た
国

内
各
方
面
へ
の
旅
行
と
、
チ
ャ
ー
タ
ー

機
を
利
用
し
た
質
の
高
い
旅
行
を
実
施

し
ま
し
た
。

高
齢
者
福
祉
事
業

　

助
け
合
い
組
織「
か
が
や
き
」協
力
会

員
に
よ
り
、サ
ロ
ン・ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

等
を
各
地
で
開
催
し
、生
き
が
い
と
交

流
の
場
の
提
供
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

農
用
地
利
用

調
整
事
業

　

耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
な
ら
び
に

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
促
進
の
た
め
、

「
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業
」
や

「
農
作
業
受
委
託
事
業
」に
取
り
組
み

ま
し
た
。

管
理・経
営
等

　

不
祥
事
再
発
防
止
、公
認
会
計
士
監

査
へ
の
対
応
と
し
て
内
部
統
制
の
整
備

を
進
め
、法
令
等
遵
守
態
勢
、内
部
け

ん
制
体
制
、内
部
監
査
体
制
の
実
効
性

向
上
お
よ
び
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、施
設
の
効
率
的
な
運
用
に
努

め
、支
所
の
改
修
工
事
、倉
庫
の
整
備
工

事
等
、組
合
所
有
施
設
の
整
備
を
行
い

ま
し
た
。

　

本
記
事
で
は
概
略
を
ご
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。詳
細
に
つ
い
て
は
、

各
支
所・営
農
セ
ン
タ
ー
へ
備
え
置
い
て

お
り
ま
す「
通
常
総
代
会
資
料
」お
よ

び
「
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
」
ま
た

は
、Ｊ
Ａ
岡
山
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開

し
て
お
り
ま
す「
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー

資
料
」を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。



営農部指導課
中江 智子

営農部指導課
中川 雄一

　
暑
さ
が
い
っ
そ
う
厳
し
く
な
っ
て

き
ま
し
た
ね
。
夏
野
菜
の
収
穫
が
楽

し
い
時
期
で
す
が
、
そ
ろ
そ
ろ
秋
冬

野
菜
の
準
備
を
始
め
て
み
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
？

 

　
品
目
に
よ
っ
て
は
8
月
に
入
る
と

少
し
ず
つ
収
穫
量
が
減
り
、
果
実
の

形
も
悪
く
な
っ
て
き
ま
す
。
さ
ら
に

葉
や
茎
が
黄
色
く
な
っ
て
き
た
ら
収

穫
終
了
の
サ
イ
ン
で
す
。
次
に
栽
培

す
る
野
菜
が
決
ま
っ
て
い
る
場
合
は

ほ
場
の
準
備
に
移
り
ま
し
ょ
う
。

　
栽
培
が
終
了
し
た
ら
株
を
引
き
抜

い
て
根
を
地
上
に
出
し
ま
す
。
そ
の

後
、
数
日
間
ほ
場
で
乾
燥
さ
せ
る

と
か
さ
が
減
り
、
処
分
す
る
の
が

楽
に
な
り
ま
す
。
引
き
抜
い
た
株

は
病
気
の
発
生
源
と
な
る
だ
け
で

な
く
、
害
虫
の
隠
れ
場
所
に
も
な

る
の
で
ほ
場
外
に
持
ち
出
し
て
処

分
し
て
く
だ
さ
い
。

　
使
用
し
た
支
柱
や
ネ
ッ
ト
は
ほ
場

か
ら
持
ち
出
し
て
洗
浄
し
、
し
っ
か

り
乾
か
し
て
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
夏
の
暑
さ
を
利
用
し
て
土
壌
消
毒

を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ほ
場
全
体
を
よ

く
耕
し
た
後
、
水
を
た
っ
ぷ
り
染
み

込
ま
せ
て
透
明
の
ビ
ニ
ル
や
ポ
リ

フ
ィ
ル
ム
で
密
閉
し
ま
す
。
フ
ィ
ル

ム
の
端
は
土
な
ど
で
し
っ
か
り
押
さ

え
て
く
だ
さ
い
。
2
週
間
〜
1
カ
月

ほ
ど
で
フ
ィ
ル
ム
内
が
高
温
に
な

り
、
土
壌
表
面
の
害
虫
な
ど
が
死
滅

し
ま
す
。
プ
ラ
ン
タ
ー
の
土
は
ビ
ニ

ル
袋
に
入
れ
、
日
当
た
り
の
よ
い
場

所
に
置
く
こ
と
で
同
様
の
効
果
が
得

ら
れ
ま
す
（
資
料
1
）。

　
秋
冬
野
菜
に
限
ら
ず
、
栽
培
前

に
は
ほ
場
の
準
備
と
し
て
苦
土
石

灰
（
通
常
10
平
方
㍍
あ
た
り
1
㌕

程
度
）
や
堆
肥
な
ど
を
施
用
し
て

よ
く
耕
し
て
く
だ
さ
い
。
残
さ
や

雑
草
、
石
な
ど
が
目
立
つ
場
合
は

取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。

　
石
灰
の
施
用
に
つ
い
て
は
、じ
ゃ

が
い
も
の
栽
培
を
考
え
て
い
る
方

は
注
意
が
必
要
で
す
。
じ
ゃ
が
い

も
は
土
壌
が
中
性
〜
ア
ル
カ
リ
性

に
な
る
と
「
そ
う
か
病
」
が
発
生
し

や
す
く
な
る
の
で
、
石
灰
の
施
用

は
控
え
ま
し
ょ
う
。

大
き
め
の
ポ
ッ
ト

で
、
肥
料
切
れ
し

な
い
よ
う
に
す
れ

ば
側
枝
も
よ
く
出

ま
す

次
に
栽
培
す
る
秋

冬
野
菜
の
準
備
を

始
め
ま
し
ょ
う

資料1 太陽熱を利用した土壌の消毒

資料2 播種方法　

資料3 双葉での八重株の見分け方

資料4 ストックの主な防除薬剤

条間4～5cm、種子間0.5～1cm
に播き、5mm程度覆土
（間引かない場合は種子間1.5cm）

八重

双葉の色・形 双葉の大きさ

色が淡く丸くない 長く幅が広い

色が濃くて丸い 小さくて硬そうな印象

一重

農薬名 対象病害虫 希釈倍数
コテツフロアブル
アディオン乳剤
オルトラン水和剤
フェニックス顆粒水和剤
トップジンM水和剤

コナガ、ハダニ類
アブラムシ類、ヨトウムシ類
コナガ、ハイマダラノメイガ
ハスモンヨトウ、オオタバコガ
菌核病

2,000倍
2,000倍
1,000倍
2,000倍
1,500倍

①しっかり耕し、水をたっぷり加える

②透明なビニルなどで密閉する

③

土などで
おさえる

日当たりの
よい場所へ

コンクリートなど、温度の上がりやすい
場所に置く

ビニル袋へ
入れる

温度が上昇し害虫などが死滅

太陽熱

太陽熱

　
花
壇
用
ス
ト
ッ
ク
苗
の
育
成
に

挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
花
言
葉
は
「
永
遠
の
美
」。
寒
い

季
節
か
ら
春
ま
で
芳
香
と
優
し
い
花

色
を
贈
り
続
け
る
ス
ト
ッ
ク
で
す
。

　
花
壇
用
の
品
種
に
は
、
キ
ス

ミ
ー
、
ベ
イ
ビ
ー
な
ど
の
シ
リ
ー

ズ
が
あ
り
ま
す
。

●
種
播
き

　
品
種
や
栽
培
環
境
に
よ
る
違
い

が
あ
り
ま
す
が
、
8
月
中
に
播
き
、

順
調
に
生
育
す
れ
ば
寒
く
な
る
前

に
開
花
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
。

　
た
だ
し
発
芽
適
温
は
20
〜
23
℃

で
高
温
で
は
発
芽
不
良
に
な
る
の

で
、
発
芽
ま
で
は
遮
光
を
し
て
で

き
る
だ
け
涼
し
い
と
こ
ろ
で
管
理

し
ま
し
ょ
う
。
立
枯
れ
が
出
や
す

い
時
期
な
の
で
清
潔
な
市
販
の
育

苗
培
土
を
使
い
、
雨
の
か
か
ら
な

い
場
所
で
育
て
る
と
安
全
で
す

（
資
料
2
）。
平
鉢
な
ど
に
筋
播
き

に
し
て
5
㍉
程
覆
土
後
、
優
し
く

充
分
か
ん
水
し
ま
す
。
深
さ
を
均

一
に
す
る
こ
と
が
八
重
鑑
別
成
功

の
秘
訣
で
す
。

　
発
芽
が
揃
い
、
双
葉
が
開
い
た

ら
徐
々
に
遮
光
を
と
り
、
八
重
鑑

別
を
し
ま
す
。
販
売
用
だ
と
、
約

半
分
の
一
重
株
は
捨
て
ま
す
が
、

自
家
用
な
ら
一
重
だ
け
集
め
て
植

え
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
八
重
鑑
別
の
方
法

　
資
料
3
を
目
安
に
一
重
を
間
引

き
ま
す
。

①
一
重
は
発
芽
が
遅
い
の
で
、
早

い
も
の
を
残
し
ま
す
。（
覆
土
が

均
一
だ
と
分
か
り
や
す
い
）

②
双
葉
の
色
が
濃
く
、
ク
ル
ッ
と

丸
い
の
は
一
重
。

③
双
葉
が
小
さ
く
て
硬
そ
う
な
の

は
一
重
。

④
本
葉
が
出
る
と
縁
が
波
打
っ
て

い
る
方
が
八
重
。

●
育
苗
管
理

①
鉢
上
げ
と
施
肥
ほ
か

　
本
葉
3
枚
の
こ
ろ
、
1
0.
5
㌢

ポ
ッ
ト
に
あ
げ
ま
す
。

　
活
着
し
た
ら
、
緩
効
性
肥
料
を

置
肥
す
る
か
、
生
育
に
応
じ
て
液

肥
を
施
用
し
、
や
や
旺
盛
に
育
て

ま
す
。
大
き
め
の
ポ
ッ
ト
で
、
肥

料
切
れ
し
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
側

枝
も
よ
く
出
る
の
で
、
開
花
株
を

花
壇
や
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
て
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。
比
較
的
低
温
に

も
強
い
花
で
す
が
、
土
壌
の
過
乾

燥
や
過
湿
の
な
い
よ
う
管
理
し
ま

し
ょ
う
。

②
防
除

　
ア
ブ
ラ
ム
シ
や
コ
ナ
ガ
な
ど
が

主
な
害
虫
で
す
。
資
料
4
の
主
な

薬
剤
を
参
考
に
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

野
菜

花
き

家
庭
園
芸

楽
し
い

お問い合わせ先
営農部指導課
Tel.086（225）3224

2019.8

ち
ょ
っ
と
早
め
の
夏
野
菜
の
片
付
け

収
穫
終
了
の
判
断

ほ
場
の
片
付
け

土
壌
の
消
毒

土
壌
の
栄
養
補
給



　
8
月
は
桃
や
ブ
ド
ウ
、
梨
、
イ

チ
ジ
ク
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
等
の
夏

果
実
の
収
穫
時
期
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
愛
情
を
注
い
で
育
て
た

果
実
が
よ
う
や
く
成
熟
し
ま
す
。

一
方
で
、
樹
が
来
年
に
む
け
て
養

分
を
貯
蔵
す
る
時
期
へ
と
移
り
変

わ
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
収
穫
後

の
管
理
に
も
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
秋
果
実
は
最
後
の
追
い

込
み
と
な
り
ま
す
の
で
気
を
抜
く

こ
と
な
く
管
理
し
、
収
穫
期
を
迎

え
ま
し
ょ
う
。

　
カ
キ
ノ
ヘ
タ
ム
シ
ガ
（
資
料
5
）

は
、
平
年
で
あ
れ
ば
6
月
と
8
月

の
年
2
回
発
生
し
ま
す
。
防
除
適

期
は
発
蛾
再
盛
期
の
1
週
間
が
適

期
と
な
り
ま
す
。
7
月
末
か
ら
8

月
中
旬
に
か
け
て
防
除
を
行
い
ま

し
ょ
う
。
6
月
に
被
害
が
多
か
っ

た
場
合
に
は
8
月
も
発
生
が
多
く

な
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。
防
除
薬
剤
と
し
て
は
、
ス
ミ

チ
オ
ン
乳
剤
の
1,
0
0
0
倍
液
ま

た
は
、
オ
ル
ト
ラ
ン
水
和
剤
の

1,
5
0
0
倍
液
に
ト
ッ
プ
ジ
ン
M

水
和
剤
1,
5
0
0
倍
を
加
用
散
布

す
る
こ
と
で
炭
そ
病
・
う
ど
ん
こ

病
の
同
時
防
除
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
収
穫
が
終
わ
っ
た
後
も
、
樹
は

翌
年
に
む
け
栄
養
分
を
体
内
に
蓄

え
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
し
っ
か

り
光
合
成
で
き
る
健
康
な
葉
や
根

の
維
持
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
収
穫
が
終
わ
っ
た
後
は
『
あ
り

が
と
う
』
の
気
持
ち
を
こ
め
て
礼

肥
を
与
え
て
や
り
ま
し
ょ
う
（
資

料
6
）。
使
用
す
る
肥
料
は
速
効

性
の
も
の
が
適
し
て
い
ま
す
。
病

害
虫
が
発
生
し
て
い
る
場
合
に
は

防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

営農部指導課
小野 智寛

（
例
）
桃
、
ブ
ド
ウ
な
ど
に
礼
肥
と

し
て
「
N
N
高
度
化
成
6
0
4
」
を

使
用
す
る
場
合
、
樹
1
本
あ
た
り

5
0
0
㌘
〜
7
0
0
㌘
程
度
を
樹

の
幹
か
ら
1
㍍
程
離
れ
た
場
所
に

施
し
ま
す
。
施
用
後
は
土
と
軽
く

混
ぜ
合
わ
せ
、
灌
水
を
行
い
ま
す
。

収
穫
後
の
管
理

に
気
を
付
け
ま

し
ょ
う

0 10mm

資料5 カキノヘタムシガ

肥料

ありがとう
来年も

がんばれるわ

株元から
離して施用

樹冠下よりもやや広めに
施肥の後は軽く土と
混和し灌水を

ご
く
ろ
う

さ
ま

資料6 礼肥の施用

果
樹

一
　
柿
の
管
理

二
　
収
穫
後
の
管
理
に
つ
い
て




